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【改訂】第 1 版（2011-03-04）
【科目】古典
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】2 組・1 年次
【担当教員】

田村 祐子

【授業目標・教育方針】
古典に親しみを持ち、読む楽しみを知る。昔の言葉と現代の言葉とのつながりを理解する。昔の人のものの見方、時
代背景を理解する。

【授業概要】
教科書をベースに、古語辞書を引きながら、古典文学を読む。参考書などを使って古典文法の基礎を身につける。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：国語総合古典編：大修館書店：９７８－４６９－６２２７１－３
参考書：文語文法ワークブック：日栄社：４－８１６８－０７１７－９

【メッセージ】
古典は中学校で既に基礎をしましたが、この授業においても「いろは」から学びます。古典を苦手としていた人も大
丈夫。古典の楽しさを知っていきましょう。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：古典）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス 古典学習の意義、学習の進め方を理解する。
第 2 回 古典の言葉 歴史的仮名遣い、発音、五十音図、いろは歌
第 3 回～
第 4 回

児のそら寝 発音に注意しながら本文を音読する。古語辞書を引い
て単語の意味を確かめる。現代語訳する。

第 5 回～
第 6 回

絵仏師良秀 登場人物の考え方、当時の時代背景を理解する。

第 7 回～
第 8 回

品詞分類、用言の活用 古典文法の基礎である品詞の分類と、用言の活用を理
解する。

第 9 回～
第 13 回

徒然草 自然や人間に対する作者の見方、感じ方、考え方を理
解する。

第 14 回～第 15 回 助動詞、助詞 助動詞の意味、活用、接続の仕方を理解する。主な助
詞の働きを理解する。

- 1 -


